
【英国便り】 

2025年春初頭のロンドンより 

「今を活躍する 3人の女性アーティスト達」 

 
烏谷 麻美子 
ロンドン在住 

1997 年にロンドンに来てから随分と歳月

は過ぎましたが、これまでに私はやはり仕事

柄、アーティストの方と出会う機会は多かっ

た方だと思います。特に 20年くらい前、最初

の砥部焼エキシビションを開催する準備期間

から、それまでの学生気分だった私の視野・

行動範囲が広がり始まったと思います。自分

の今まで知らなかった領域に入って行き、不

安だった気がすると共に、それがきっかけで

色々なアーティストさんと知り合うようにな

りました。 

今回の寄稿文では最近その中でも特に私の

興味を引いた 3人の女性アーティストにフォ

ーカスを当ててみることにしました。 

【アーティスト１】 
峯山スミスソン・じゅん 
（デザイナー・画家・講師） 

ロンドン中心地の一部エンジェル地域にあ

るビクトリア時代の元小学校を改造した建物

の一角をご自宅兼スタジオにされているじゅ

んさんは、私が訪れた日は、ちょうどその週

末が締め切りという、ナイキのスニーカーデ

ザインの仕事途中でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彼女と初めて会ったのは、一昨年のロンド

ン・デザインフェアのトークイベントで、パ

ネラーの一人としていらしていた時に、私の

Tobe Collectiveのブースに偶然顔を出しても

らったのがきっかけでした。私のじゅんさん

の最初の印象は、「色が明るくて眩しい！」で

した。人から漂う第一印象としてはなかなか

珍しいのですが、でも実際この印象はあたっ

ているのです。 
日本で数年 JAL で働かれていたじゅんさ

んは、ロンドンに来る前までは仕事と並行し

て、その当時ではまだ需要の少なかったウェ

ブデザインを勉強されていたのですが、1999

年 に ロ ン ド ン の London College of 
Communicationでグラフィックデザインを学

ぶためにイギリスに来ました。まだ、日本人

学生も今と比べて少なかったその時の様子を

振り返られて、じゅんさんは、日本とイギリ

スのアートの教え方の違いについて「日本の

『技術からしっかりと学ぶ』のではなく、ま

ず、『個人の表現・コンセプトを重視する』イ

ギリスの教え方が自分にあっていた」と言わ

れました。「技術は後から付いて来る」のよう

な自由な教え方が日本との大きな違い、そし

てその反面、学校でメタル・タイプセッティ

ング（金属文字組み）の歴史もしっかりと学

ばれます。「歴史を重視しながらも今の自分の

意見をしっかり持つ」という学び方だったの

だろうと思います。 
卒業後、ブランディングの会社に勤められ

ていたのですが、そこではじゅんさん自身の

クリエイティビティを表現することがなかな

か難しく、自分で何かしたいと思われた彼女

は、色々と考案された中に日本の着物の柄が

ありました。日常生活に関係のある波や花の

柄、それらに目を向けた彼女は、次にロンド

ンのマンホールデザインに注目をします。そ

こから彼女の最初のプロジェクトが始まりま

した。それからは息子さんの誕生や、旦那様

の仕事で香港に転居となった彼女ですが、「着

物柄 × マンホール」をグラフィックデザイ

ンでリミックスしたプロジェクトをトートバ
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ックにプリントをして商品化をしたのです。

この最初のプロジェクトですが、もうすでに

今の彼女の「明るい眩しさ」が顔を出ている

と私は感じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
香港からイギリスに帰られてから、フリー

ランスのアーティストとして活躍をされてい

るじゅんさんは、アーティスト活動をされて

い る 傍 、 母 校 の London College of 
Communication で講師として教えられてい

ます。そこでは、よく生徒さんから「スタイ

ルはどうしたら決められるのか」と質問をさ

れるそうです。そこで、じゅんさんは彼女自

身のスタイルについては、70年代、80年代に

育った環境にあった、と言われます。例えば、

それがお鍋にあったカラフルな柄だったり、

当時の今と比べてもっと色の強い、ハローキ

ティーであったりと、その当時の「色、そし

て形」から刺激を受けて今のスタイルがある、

と言われます。 

MAMIMU のアーティスト名で芸術活動を

されているじゅんさんですが、彼女の仕事の

中心には「芸術（形と色）を通してポジティ

ブ思考を広げる」という考えがあります。今

年の 1 月にも London Art Fair で、『Art as 
Medicine（芸術を薬として）』という題目のト

ークをされていました。この彼女の主義につ

いて、じゅんさんはこう言います。「ちょっと

した他人の言動で、人は笑顔になったり、幸

せに感じることができる、というのはすごい

こと。」そして、彼女の小さかった頃について

も話してくれました。まだ 5歳くらいだった

時に、ご実家の近くのバス停でバスから降り

て来る人たちみんなに「こんにちは！」と挨

拶をしていたそうです。そこでは「こんにち

は」と返してくれる人もいたし、無視する人

もいた。でも、小さかった頃だけど、「こんに

ちは」と笑顔で返してくれた時の嬉しさを覚

えている、と言います。 

今、デジタル社会で、他の人と直接のコミ

ュニケーションをとる必要もなく毎日が過ご

せる中、このじゅんさんの「優しさ」はとて

も重要だと感じました。そして、彼女の作品

にはそれが出ていると思いますし、私の最初

の「明るくて、眩しい！」の印象も正しかっ

た、と話を聞いて納得しました。 

インタビューをした日のロンドンは、相変

わらずの灰色の空の雨の強い日でしたが、彼

女の空間は何か不思議な色と光に溢れていた

ような気がします。 

【アーティスト２】 
山下瑞代（陶芸家） 

瑞代さんのスタジオを訪れるのは今回で４

回目でした。毎回感じる雰囲気は「静けさの

中の活気」です。それはおそらく瑞代さんご

自身から表れているオーラなのであって、実

は毎回少しこの雰囲気に気持ちがキュッと引

き締まる思いがします。 
「Mizuyo Yamashita」おそらく今、ロンドン

で陶芸を志している人の間では瑞代さんの名

前を知らない人はあまりいないと思います。

私が瑞代さんに知り会ったのは 2021 年の

TICEP （ Tobe International Ceramic 
Exchange Program)を通してです。彼女は、

その時も感じたのですが、静かだけれど、は

っきりと物を言われる方で、ご自分の意見を

しっかりと持っていらっしゃることが、少し

の会話でもよくわかります。 

2000 年に英語の勉強をするためにロンド

ンに着いた瑞代さんは、日本ではインテリア

の仕事をされていました。「１、2年の語学留

学で日本に帰る予定だった」と言われる彼女
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は、ロンドンに来て 2年目くらいに、英語を

勉強されながら Kensington and Chelsea 
College で陶芸を習い始めます。そしてその

傍、陶芸家の Julie Goodwin のアシスタント

をしながら、少しずつ自身の作っていた作品

が売れるようになり、その時のことを、「素直

に、自分の作品が人に認めてもらい、売れる、

という事の嬉しさを感じた」と言われます。

それから少しして、第一のヒットとなる作品

が『The World of Interiors』（ハイエンドの

大手インテリア雑誌）など、多種の雑誌に取

り上げられるのですが、同じ頃にオープンを

した『Cavaliero Finn』（質の高い、洗練され

た作品を取り扱うので有名なギャラリー。

2004 年にオープン。）が瑞代さんの作品を、

ギャラリーの初期アーティストの一人として

取り扱うことになります。こことはそれから

ずっと関係が続いており、今年の Collect Art 
Fair（イギリスの工芸の登竜門とも言われる

アートフェア。一年に一回、春先にロンドン

の Somerset House で開催される。）では、瑞

代さんの作品も紹介されました。 
瑞代さんは努力家です。それは、当たり前

のこと、と思うかも知れませんが、これまで

の成功は「全うする」という信念と並々なら

ぬ努力から来られていると思います。20 数年

前に始められた陶芸ですが、その頃はイギリ

スはまだ陶芸熱に火はついていませんでした。

趣味感覚、と言うのがほとんどで、焼き物と

なると、プロダクトデザインのような、「美し

くて、機能付き」のものの方が主流を占めて

いいました。今だからこそ Ceramics と言う

と、手仕事芸術の代名詞のようになっている

イギリスですが、日本と比べて、ここでは「作

り始めて技術が少々伴ってなくてもすぐに売

り出す」と言う傾向が強いのが現状です。そ

れに対して瑞代さんは、「イギリス人の陶芸に

対する目が肥えていない、と言う事実がある

反面、作品が面白いと全てを寛容に認める」

というのと、「陶芸に対し、目が肥えているか

ら技術に対して厳しく、あまり他のことを認

めない日本」の消費者マーケットの違いを言

われます。これについては英語では Double 
edged sword（両刀）と言う表現があるのです

が、良き点もあり、悪い点もあると私たちは

お互い納得をしました。 
瑞代さんは「自身も作り始めて数年で作品

がたくさん売れて、その時のことを考えると

寛容なイギリスのマーケットが自分には合っ

ていたのかも」と笑いながら言われますが、

当時の作品を集めたポートフォリオを見せて

いただきました。すると、今の瑞代さんとは

少し違う雰囲気の、でも彼女のデリケートで

も力強い雰囲気をすでに醸し出している素敵

な作品でした。 
派手な物、大きかったり、目立つ物を作ら

れているわけではないのに、この存在感はど

こから来るのだろうと考えた時、やはり瑞代

さんのクオリティーの高さだと思います。彼

女は作る努力と、知識を得る努力、両方とも

にこれまでご自身の時間をとことん使われて

います。日本の産地巡りの間に砥部も訪問、

その際には砥部から世界に向けて陶芸活動を

されている松谷文生さんが瑞代さんに砥部の

案内をされました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回のインタビューで、「20 年経ってよう

やく技術がついてきました。。。」と言われる瑞

代さん、私の彼女の印象はこれまでにも触れ

たように、「静かだけど力強い」ですが、作品

はまるで彼女の一部のようです。モランディ

の花瓶の静物画をモチーフにしたという、作

品たちは静かでも、絶対的な存在感で私に話

しかけてきます。 
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【アーティスト３】 
多貝尚子 （複合芸術家） 

複合芸術、（multi disciplinary art）と言う

名前は日本であまり知られていないかもしれ

ません。意味合いとしては、多種の科目が含

まれている芸術、と言うことですが、尚子さ

んはご自身のことを説明される時、「複合芸術

家」（multi disciplinary artist) と呼ばれてい

ます。具体的に言うと、彼女は版画、陶芸彫

刻、写真などをメインにアーティスト活動す

る傍、大学や他の教育機関で、劇場小道具に

ついての講師をしています。私は、一昨年の

デザインフェアで Tobe Collective の展示棚

諸々の制作を、彼女に任せました。その時か

ら実は、Naoko Tagai というアーティストは

一体どんな芸術を作っているのだろう、と疑

問に思っていました。 

京都出身の彼女は幼い頃から絵を描くこと

が大好きだったそうです。そして、9 歳の時

に茶道に出会い、書道も習い始め、茶道の先

生がユング派の精神学者と言うこともあり、

禅と臨床心理学の関係などもお茶の世界を通

して学びます。日本の芸術大学を希望されて、

漆芸と洋画を専攻していたのですが、２回目

の試験を受ける時に自分の道を日本ではなく、

イギリスに変更する事を決められたのです。 
Bath Spa University のファウンデーショ

ンコースで油絵、写真、プリントの基礎、そ

して陶芸を習った尚子さんは、そこから次の

3 年間に彼女の芸術人生の起点となる先生二

人に出会います。一人目は芸術家の Malcom 
Ross-White、そして二人目は日本人陶芸家、

安田猛氏を夫に持つ、陶芸家、Felicity Aylieff。
日本ではとりあえず何をするにもデッサン。

デッサンの技術なしではどこにも行けない、

と言われ、ひたすらその通りに描き続けてき

たと言う尚子さんですが、ドローイングを教

わっていたマルコム・ロスホワイトに「自由

に描け」と言われた時にぱあっと明るくなっ

た気がした、と嬉しそうに語られます。そし

て Royal College of Art の修士学コースに入

ることを決めたのは陶芸の先生だったフェリ

シティ・エイリフの励みの言葉があったから、

と言われます。二人のことを思い返した尚子

さんは「私の色んな絵であったり、版画、 写
真、陶芸など、さまざまな媒体で私が作品を

作っているのを理解してくれ、それぞれの作

品が相互作用で影響を与え、強調されている

のを理解してくれた教授でした」と懐かしそ

うに語られました。 
私が知り合った頃の尚子さんは、Jagged 

Art ギャラリーが既に彼女の作品を取り扱っ

ていて、Chelsea Flower Show （1912 年か

ら続いている、毎年 5月に 5日間にわたって

ロンドンのチェルシー地域で行われる庭・花

の祭典で、王族メンバーが訪問することで有

名）の参加や、ヨークシャーの方にある彫刻

公園にての作品展示などと、常にアート活動

でお忙しいイメージがありましたが、ロイヤ

ルカレッジ卒業後の道は色々と苦労も多かっ

たようです。 

いわゆるアーティストは星の数ほどいる世

界です。劇場やウィンドウディスプレイその

他のイベントなどに使われる小道具作りの下

準備などの仕事などをしながらの生活。住居

も Guardian Scheme（ガーディアンスキー
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ム）と言って、空いたビルに、政府の援助で

低額の家賃で住むことのできる、というアー

ティスト間ではよく使われるスキームを長い

間使われていた、と言われます。しかし、私

の前で、「大切な人に大切な時に知り合ったこ

と」の素晴らしさを、尚子さん独特のふんわ

りとした物腰で話す様子から見ると、彼女の

芯の強さは計り知れないものなのだろう、と

思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今年の始めには、講師をされている大学の

同僚の日本和紙リサーチ旅行のコーディネー

ターをアーティスト活動の傍に務めたり、3

月には、先に書いた Collect Art Fair に、尚

子さんも Jagged Art ギャラリーの取り扱い

で出展したりとお忙しい日々を過ごされてい

ます。 
彼女の Multi disciplinary artist としての

可能性は生活の端々に見出されると思います。

ヨークシャーの彫刻公園から戻ってきたとい

う蝶々の磁器彫刻を見せてくれながら、「苔や

蜘蛛の巣がはびこっていた」と微笑ましそう

に話してくれる彼女の次の作品は、どんな経

験から生み出されるのだろうとワクワクした

思いで、私はスタジオを後にしました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終わりに 

2 ヶ月ほどにわたって行ったインタビュー

ですが、3 人の話を聞き終えて、まず最初に

感じたことは「物事を全うする力」そして「や

り遂げるための並々ならない努力」が皆の中

では共通点だということです。そして、日本

生まれ日本育ちだけど、今イギリスで活動を

する理由に、彼女達の才能が伸びたこの国の

アート対する寛容性を、それぞれ状況は違う

けれど、体験したことについてを話してくれ

たことです。 

「何かをしてみたい」と思い、そこから行動

あるのみ、で進んできた皆さんだと思います。

イギリスに定住をするつもりで来たわけでは

ないけれど、四半世紀以上日本から離れて暮

らされている 3人の話を聞いて、思わず自分

と重なってしまう経験だったり、考えが多く

あったのは見逃せないでしょう。 

みなさんお忙しい時に時間をいただき、本

当に感謝をしていますが、何よりも、改めて、

「自分の信じている道を進む、そしてそのた

めの努力は惜しまない」という基本の志をま

た私自分に言い聞かせることができたのはこ

のインタビューの一番の収穫だと思います。

どうもありがとうございました。 
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